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1 はじめに 

入力された映像データから自動的にインデック

ス情報を抽出して，XML データベースに登録し
ておき，後から見たい視点を与えて検索・表示す

ることにより，予めコンテンツの分類・整理をす

ることなく，管理を行うことができるシステムを

提案する．  
計算機の著しい性能向上により，計算機上で映

像や音声などのディジタルデータを扱うことが一

般的になっている．また，最近はテレビやビデオ

の機能を取り込んだ計算機も多く発表され，普及

が進んでいる．一方で，このようなマルチメディ

ア・コンテンツを管理する手段は基本的にはユー

ザが自分で決めた視点に沿って，フォルダなどを

用いて手動で分類しているのが現状であり，コン

テンツの数が多くなると非常に手間がかかる． 
そこで，本システムでは映像の分割やコンテン

ツに含まれるテロップ・音声からのキーワード抽

出などの自動インデクシング処理と抽出されたメ

タデータの XML による管理を利用して，閲覧時
のユーザの視点に応じた動的なコンテンツの分

類・表示を可能にする後整理型の映像データベー

ス・システムである．本システムの特徴は２つあ

り，1 つ目は登録時には分類を行わずに，閲覧時
にユーザが興味のある視点を与えてコンテンツを

表示するので，コンテンツを予め分類しておく必

要がないという点である．2 つ目は，自動インデ
クシング処理では，コンテンツをトピック毎に分

割して，インデックス情報を付加することが可能

なので，コンテンツの中でユーザの視点に合致し

たトピックのみを表示するなど，多面的で詳細な

分類・整理を行うことができるという点である． 
2 システム構成 

図１に本システムの構成図を示す．本システム

は入力されたコンテンツからインデックス情報と

なるメタデータを抽出して，データベースに登録

するインデクシング部とデータベースより目的の

コンテンツを検索して表示する検索部より構成さ

れる．データベースには XMLデータベース[1]を
用いており， XMLによる検索式を利用して，登
録・検索を行うことができる．この XML データ
ベースではメタデータのみを管理する．コンテン

ツデータ自身はファイルとして別に保存し，XML
データベースにはその場所のみが登録される．  

 

コ 

ン 

テ 

ン 

ツ 

インデク 

シング 
XML 

データベース 

 XML 

 コンテンツ 

ファイル 

XML 
スタイル 

(XSLT) 

 

HTML 

 

ブ 

ラ 

ウ 

ザ 

検索式(XML) 

ユーザの視点 
 

図１ システム構成 



3 インデクシング 

インデクシング部では映像の分割とキーワード

抽出が行われる．映像の分割はカット点を自動的

に検出し，連続するフレームの集合であるショッ

ト単位に分割する．また，ニュース番組に関して

はトピック単位での検索を可能にするために，ト

ピック毎に分割する処理を行う．キーワード抽出

は，映像内に表示されるテロップの検出・文字認

識[2]や音声の認識[3]により行う．これらのデータ
はすべて XMLに変換して，XMLデータベースに
登録される．コンテンツのタイトルなどはテレビ

録画の場合は EPG（電子番組表）を用いて自動的
に登録されるが，ホームビデオのようにキーワー

ドやタイトルの抽出が難しいコンテンツは撮影時

に音声認識を用いて，キーワードを付加しておく

方法が考えられる． XMLデータベースのフォー
マットにはインデックス情報を記述するための国

際標準として，規格化が進められているMPEG-7
を利用した． 
4 コンテンツ検索  

コンテンツの検索は HTML を表示するブラウ
ザをベースにした検索ツールを用いて行う．図２

は検索ツールの画面例である． 
左ウィンドウにはコンテンツより抽出されたイ

ンデックス情報をもとに作成されたキーワードの

ツリーが表示される．ツリーの個々の項目はそれ

ぞれ１つの XML による検索式に対応しており，
項目を選択することによって，データベースから

その項目に該当するコンテンツを検索する．つま

り，ユーザは自分でコンテンツを個々のフォルダ

に分類する必要がなく，インデクシングしてデー

タベースに登録しておくだけで，適当な項目に自

動的に分類される．また，１つのコンテンツを複

数の視点から分類して見る際にも複製を保持する

必要がない． 
検索結果は XML として返され，XSLT により
スタイルを持つ HTML に変換されて検索ツール
の右ウィンドウに表示される．この XSLTによる
スタイルファイルは自由に変更することができ，

ユーザの視点や好みに合わせたレイアウトやデザ

インの変更を行うことができる．例えば，同じ

XML データに対して，図２のカレンダー表示を
図３のような一覧表示に変更したり，「子供の運

動会」などのように特定のテーマに沿ったコンテ

ンツを集めて専用のデザインで表示したりするこ

とが可能である． 
また，コンテンツ単位の検索だけでなく，検索

キーワードを直接入力して，数日間のニュース番

組から，特定の話題について扱ったトピックを集

めた表示やテロップ・音声に該当キーワードを含

む区間の表示など，ユーザの視点に応じて，より

詳細なレベルでの検索を行うことも可能である． 

 
図２ 検索ツール(カレンダー表示) 

 
図３ 検索ツール(一覧表示) 

5 まとめ 

映像インデクシングと XML データベースを用
いたマルチメディア・アルバム・システムについ

て紹介した．今後は個々のインデクシング技術の

精度を向上させると共に，映像以外のコンテンツ

に対して有効なインデクシング方法を検討する． 
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